
年
譜
 

⿊
井
千
次 

 
⼀
九
三
⼆
年
︵
昭
和
七
年
︶ 

五
⽉
⼆
⼋
⽇
︑
東
京
府
豊
多
摩
郡
杉
並
町
⼤
字
⾼
円
寺
六
⼆
○
番
地
︵
現
・
杉
並
区
⾼
円
寺
︶
に
⽣
ま
れ
る
︒

本
名
︑
⻑
部
舜
⼆
郎
︒
⽗
︑
謹
吾
は
当
時
︑
東
京
区
裁
判
所
兼
地
⽅
刑
事
裁
判
所
検
事
︒
後
︑
最
⾼
裁
判
事
を

経
て
弁
護
⼠
に
︒
⺟
︑
靖
⼦
と
の
間
の
次
男
︒ 

⼀
九
三
四
年
︵
昭
和
九
年
︶
 

⼆
歳 

⽗
の
転
勤
で
名
古
屋
市
に
移
る
︒ 

⼀
九
三
七
年
︵
昭
和
⼀
⼆
年
︶
 

五
歳 

⽗
の
転
勤
で
東
京
に
戻
る
︒
淀
橋
区
⻄
⼤
久
保
︵
現
・
新
宿
区
⼤
久
保
︶
に
住
む
︒
以
後
現
在
ま
で
の
⼤
半

を
︑
中
野
・
⼩
⾦
井
・
府
中
な
ど
︑
東
京
⻄
部
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
沿
線
で
過
ご
す
︒ 

⼀
九
三
九
年
︵
昭
和
⼀
四
年
︶
 

七
歳 

四
⽉
︑
豊
島
区
⽴
⾼
⽥
第
五
⼩
学
校
に
越
境
⼊
学
︒ 

⼀
九
四
四
年
︵
昭
和
⼀
九
年
︶
 

⼀
⼆
歳 

⼋
⽉
︑
⻑
野
県
下
⾼
井
郡
平
穏
村
の
上
林
温
泉
に
学
童
集
団
疎
開
︒ 

⼀
九
四
五
年
︵
昭
和
⼆
〇
年
︶
 

⼀
三
歳 

三
⽉
︑
中
学
進
学
の
た
め
に
帰
京
︒
四
⽉
︑
東
京
都
⽴
武
蔵
¸
丘
中
学
校
に
⼊
学
︒
六
⽉
︑
都
下
⼩
⾦
井
に
移

転
し
都
⽴
第
⼗
中
学
校
に
転
校
︒
⼀
⼆
⽉
︑
府
中
に
移
転
︒ 

⼀
九
四
⼋
年
︵
昭
和
⼆
三
年
︶
 

⼀
六
歳 

こ
の
頃
よ
り
学
校
の
友
⼈
達
と
作
Ä
た
同
⼈
誌
﹃
ひ
と
で
﹄
に
⼩
説
の
習
作
を
載
せ
る
︒ 

⼀
九
四
九
年
︵
昭
和
⼆
四
年
︶
 

⼀
七
歳 

四
⽉
︑
﹃
蛍
雪
時
代
﹄
学
⽣
懸
賞
⼩
説
に
応
募
し
た
﹁
歩
道
﹂
が
⼆
等
に
⼊
選
︑
初
め
て
⼩
説
が
活
字
に
な
る

︵
全
⽂
掲
載
は
五
⽉
︶
︒
賞
⾦
は
五
千
円
︒ 

⼀
九
五
〇
年
︵
昭
和
⼆
五
年
︶
 

⼀
⼋
歳 

都
⽴
第
⼗
⾼
校
︵
旧
都
⽴
第
⼗
中
学
校
︶
は
都
⽴
⻄
⾼
校
と
改
称
︒
⼋
⽉
︑
中
野
区
塔
ノ
⼭
町
︵
現
・
中
野
区

本
町
︶
に
移
転
︒ 

⼀
九
五
⼀
年
︵
昭
和
⼆
六
年
︶
 

⼀
九
歳 

三
⽉
︑
都
⽴
⻄
⾼
卒
業
︒
四
⽉
︑
東
京
⼤
学
教
養
学
部
⽂
科
⼀
類
に
⼊
学
︒
⽗
が
⻑
野
に
転
任
に
な
Ä
た
た

め
︑
⼤
森
の
知
⼈
宅
か
ら
通
学
︒
⼤
学
で
は
⺠
主
主
義
⽂
学
研
究
会
に
所
属
︒ 

⼀
九
五
⼆
年
︵
昭
和
⼆
七
年
︶
 

⼆
〇
歳 

五
⽉
︑
皇
居
前
広
場
に
お
け
る
メ
$
デ
$
に
参
加
︵
メ
$
デ
$
事
件
︶
︒
⼀
⼆
⽉
︑
⽗
が
転
任
で
東
京
に
帰
Ä

た
た
め
︑
中
野
の
⾃
宅
に
戻
る
︒ 

⼀
九
五
三
年
︵
昭
和
⼆
⼋
年
︶
 

⼆
⼀
歳 

四
⽉
︑
経
済
学
部
経
済
学
科
に
進
む
︒
横
⼭
正
彦
助
教
授
の
経
済
原
論
の
ゼ
ミ
に
参
加
︒ 

⼀
九
五
五
年
︵
昭
和
三
〇
年
︶
 

⼆
三
歳 



三
⽉
︑
東
京
⼤
学
卒
業
︒
﹁
物
を
作
る
場
所
に
⾝
を
置
き
た
い
﹂
と
考
え
︑
四
⽉
︑
富
⼠
重
⼯
業
株
式
会
社
に

⼊
社
︒
当
初
は
⼆
︑
三
年
の
﹁
社
会
実
習
﹂
の
つ
も
り
だ
Ä
た
︒
群
⾺
県
伊
勢
崎
製
作
所
勤
務
と
な
り
︑
寮
⽣

活
︒ 

⼀
九
五
⼋
年
︵
昭
和
三
三
年
︶
 

⼆
六
歳 

⼆
⽉
︑
⿊
井
千
次
の
ペ
ン
ネ
$
ム
で
﹁
⻘
い
⼯
場
﹂
を
﹃
新
⽇
本
⽂
学
﹄
に
発
表
︒
以
後
同
誌
を
主
な
舞
台
と

し
て
︑
⼯
場
や
企
業
内
部
で
の
労
働
に
違
和
感
を
抱
く
⼈
物
を
描
い
た
⼩
説
を
多
数
発
表
し
て
い
く
︒
六
⽉
︑

﹁
メ
カ
ニ
ズ
ム
No.
１
﹂
を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
発
表
︑
⽂
芸
誌
に
載
Ä
た
最
初
の
作
品
と
な
る
︒ 

⼀
九
五
九
年
︵
昭
和
三
四
｀
年
︶
 

⼆
七
歳 

⼀
⼀
⽉
︑
富
⼠
重
⼯
業
本
社
へ
の
転
勤
に
よ
り
帰
京
︒ 

⼀
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
年
︶
 

⼆
⼋
歳 

⼀
⼆
⽉
︑
﹁
テ
レ
ビ
独
⽴
﹂
を
﹃
新
⽇
本
⽂
学
﹄
に
発
表
︒ 

⼀
九
六
⼀
年
︵
昭
和
三
六
年
︶
 

⼆
九
歳 

四
⽉
︑
﹁
ビ
ル
・
ビ
リ
リ
は
歌
う
﹂
を
﹃
新
⽇
本
⽂
学
﹄
に
発
表
︒
五
⽉
︑
⿊
川
千
鶴
と
結
婚
︑
東
中
野
の
ア

パ
$
ト
に
転
居
︒
⼋
⽉
か
ら
⼀
〇
⽉
に
か
け
て
﹁
冷
た
い
⼯
場
﹂
を
﹃
新
⽇
本
⽂
学
﹄
に
連
載
︒ 

⼀
九
六
三
年
︵
昭
和
三
⼋
年
︶
 

三
⼀
歳 

九
⽉
︑
エ
|
セ
イ
﹁
可
能
性
と
現
実
性
﹂
を
﹃
⽂
学
﹄
に
発
表
︑
以
後
︑
エ
|
セ
イ
の
執
筆
も
増
え
る
︒
⼀
⼀

⽉
︑
﹁
⼆
つ
の
夜
﹂
を
﹃
⽂
芸
﹄
に
発
表
︒ 

⼀
九
六
七
年
︵
昭
和
四
⼆
年
︶
 

三
五
歳 

七
⽉
︑
同
⼈
誌
﹃
層
﹄
に
参
加
︒
九
⽉
︑
戯
曲
﹁
ゼ
ロ
⼯
場
よ
り
﹂
を
﹃
層
﹄
五
号
に
発
表
︒ 

⼀
九
六
⼋
年
︵
昭
和
四
三
年
︶
 

三
六
歳 

三
⽉
︑
﹁
聖
産
業
週
間
﹂
を
﹃
⽂
芸
﹄
に
︑
九
⽉
︑
﹁
⽳
と
空
﹂
を
﹃
層
﹄
七
号
に
発
表
︒
﹁
⽳
と
空
﹂
は
昭

和
四
三
年
度
下
半
期
芥
川
賞
候
補
と
な
る
︒
以
後
︑
五
回
連
続
し
て
作
品
が
候
補
に
選
ば
れ
る
︒ 

⼀
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
年
︶
 

三
七
歳 

⼆
⽉
︑
⼀
九
五
⼆
年
の
﹁
メ
$
デ
$
事
件
﹂
に
関
わ
Ä
た
⼈
々
の
そ
の
後
を
描
い
た
﹁
時
間
﹂
を
﹃
⽂
芸
﹄

に
︑
三
⽉
︑
﹁
騎
⼠
グ
$
ダ
ス
﹂
を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
︑
六
⽉
︑
﹁
空
砲
に
弾
を
﹂
を
﹃
⽂
芸
﹄
に
︑
﹁
灰
⾊
の

記
念
碑
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
発
表
︒
﹁
時
間
﹂
は
︑
昭
和
四
四
年
度
上
半
期
芥
川
賞
候
補
と
な
る
︒
⼋
⽉
︑
第
⼀

作
品
集
﹃
時
間
﹄
を
河
出
書
房
新
社
よ
り
刊
⾏
︒
九
⽉
︑
﹁
花
を
我
等
に
﹂
を
﹃
⽂
芸
﹄
に
︑
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
星

の
な
い
部
屋
﹂
を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
︑
﹁
ネ
ネ
ネ
が
来
る
﹂
を
﹃
⽉
刊
ペ
ン
﹄
に
︑
⼀
⼆
⽉
︑
﹁
時
の
鎖
﹂
を

﹃
新
潮
﹄
に
︑
﹁
⾸
に
ま
く
布
﹂
を
﹃
新
⽇
本
⽂
学
﹄
に
発
表
︒ 

⼀
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
年
︶
 

三
⼋
歳 

⼀
⽉
︑
﹃
時
の
鎖
﹄
を
新
潮
社
よ
り
刊
⾏
︒
三
⽉
︑
富
⼠
重
⼯
業
︵
最
後
は
宣
伝
部
に
所
属
︶
を
退
社
︒
以
後

⽂
筆
⽣
活
に
は
い
る
︒
﹁
時
間
﹂
に
よ
Ä
て
第
⼆
〇
回
芸
術
選
奨
⽂
学
部
⾨
新
⼈
賞
受
賞
︒
四
⽉
︑
﹁
⾚
い
樹

⽊
﹂
を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
︑
五
⽉
︑
﹁
⾛
る
家
族
﹂
を
﹃
⽂
芸
﹄
に
︑
﹁
椅
⼦
﹂
を
﹃
早
稲
⽥
⽂
学
﹄
に
︑
六

⽉
︑
﹁
︿
Ｓ
﹀
で
の
た
く
ら
み
﹂
を
﹃
す
ば
る
﹄
に
︑
⼋
⽉
︑
﹁
⾒
知
ら
ぬ
家
路
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
︑
九
⽉
︑

﹁
闇
の
船
﹂
を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
夜
と
果
実
﹂
を
﹃
層
﹄
終
刊
号
に
︑
﹁
⾍
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
発



表
︒
同
⽉
︑
﹃
⾒
知
ら
ぬ
家
路
﹄
を
⽂
芸
春
秋
よ
り
刊
⾏
︒
こ
の
頃
よ
り
︑
家
族
を
主
題
と
す
る
⼩
説
が
多
く

な
る
︒ 

⼀
九
七
⼀
年
︵
昭
和
四
六
年
︶
 

三
九
歳 

四
⽉
︑
﹁
揺
れ
る
家
﹂
を
﹃
⽂
芸
﹄
に
︑
⼋
⽉
︑
﹁
失
う
べ
き
⽇
﹂
を
﹃
す
ば
る
﹄
に
発
表
︒
同
⽉
︑
﹃
⾛
る

家
族
﹄
を
︑
ま
た
⼗
⼆
⽉
︑
⽂
学
上
の
閲
歴
を
書
い
た
第
⼀
エ
|
セ
イ
集
﹃
仮
構
と
⽇
常
﹄
を
河
出
書
房
新
社

よ
り
刊
⾏
︒
こ
の
年
よ
り
︑
古
井
由
吉
・
後
藤
明
⽣
・
阿
部
昭
・
坂
上
弘
ら
と
共
に
﹁
内
向
の
世
代
﹂
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
る
︒ 

⼀
九
七
⼆
年
︵
昭
和
四
七
年
︶
 

四
〇
歳 

⼀
⽉
︑
﹃
新
鋭
作
家
叢
書
︵
⿊
井
千
次
集
︶
﹄
を
河
出
書
房
新
社
よ
り
刊
⾏
︒
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
夢
の
い
た
場
所
﹂

を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
発
表
︒ 

⼀
九
七
三
年
︵
昭
和
四
⼋
年
︶
 

四
⼀
歳 

七
⽉
︑
﹁
⾵
の
絵
本
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
発
表
︒
ま
た
︑
連
作
⼩
説
﹁
眼
の
中
の
町
﹂
に
ま
と
め
ら
れ
る
⼩
説
を

﹃
⽂
芸
﹄
に
発
表
し
始
め
る
︒
第
⼀
話
は
九
⽉
︑
﹁
猫
の
⾞
﹂
︑
第
⼆
話
は
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
弔
横
丁
﹂
︒ 

⼀
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
年
︶
 

四
⼆
歳 

五
⽉
︑
﹁
花
鋏
を
持
つ
⼦
供
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
︑
七
⽉
︑
エ
|
セ
イ
﹁
戦
後
を
指
さ
す
三
本
の
指
﹂
を
﹃
⽂
芸

展
望
﹄
に
発
表
︒
九
⽉
︑
﹁
ゼ
ロ
⼯
場
よ
り
﹂
が
劇
団
⺠
芸
に
よ
り
上
演
さ
れ
る
︒ 

⼀
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
年
︶
 

四
三
歳 

⼆
⽉
︑
﹁
⽗
と
⼦
﹂
︵
第
六
話
︶
を
﹃
⽂
芸
﹄
に
発
表
し
﹁
眼
の
中
の
町
﹂
完
結
︒
三
⽉
︑
﹁
声
の
⼭
﹂
を

﹃
海
﹄
に
発
表
︒
七
⽉
︑
連
作
﹃
眼
の
中
の
町
﹄
を
河
出
書
房
新
社
よ
り
刊
⾏
︒ 

⼀
九
七
六
年
︵
昭
和
五
⼀
年
︶
 

四
四
歳 

⼀
⼀
⽉
︑
エ
|
セ
イ
﹁
現
代
に
お
け
る
個
と
集
団
﹂
を
岩
波
講
座
﹃
⽂
学
﹄
第
⼀
⼀
巻
に
発
表
︒ 

⼀
九
七
七
年
︵
昭
和
五
⼆
年
︶
 

四
五
歳 

⼆
⽉
︑
﹃
五
⽉
巡
歴
﹄
を
書
き
下
ろ
し
で
河
出
書
房
新
社
よ
り
刊
⾏
︒
﹁
時
間
﹂
に
続
き
︑
メ
$
デ
$
事
件
の

そ
の
後
を
扱
Ä
た
作
品
と
な
る
︒
四
⽉
︑
﹁
果
実
の
あ
る
部
屋
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
︑
七
⽉
︑
﹁
闇
に
落
ち
た
種

⼦
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
家
兎
﹂
を
﹃
⽂
芸
﹄
に
発
表
︒
同
⽉
︑
﹁
花
鋏
を
持
つ
⼦
供
﹂
﹁
果
実
の

あ
る
部
屋
﹂
﹁
闇
に
落
ち
た
種
⼦
﹂
を
三
部
作
と
す
る
﹃
禁
域
﹄
を
新
潮
社
よ
り
刊
⾏
︒ 

⼀
九
七
⼋
年
︵
昭
和
五
三
年
︶
 

四
六
歳 

三
⽉
︑
﹁―

―

の
た
め
の
﹂
を
﹃
⽂
体
﹄
春
季
号
に
︑
五
⽉
︑
﹁
冬
の
⼿
紙
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
︑
⼀
○
⽉
︑
戯

曲
﹁
家
族
展
覧
会
﹂
を
﹃
す
ば
る
﹄
に
発
表
︒ 

⼀
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
年
︶
 

四
七
歳 

⼆
⽉
よ
り
⼀
⼆
⽉
ま
で
﹃
⽂
学
界
﹄
対
談
時
評
の
ホ
ス
ト
を
つ
と
め
る
︒
⼋
⽉
︑
戯
曲
﹃
家
族
展
覧
会
﹄
を
集

英
社
よ
り
刊
⾏
︑
九
⽉
︑
﹁
家
族
展
覧
会
﹂
が
劇
団
⺠
芸
に
よ
Ä
て
上
演
さ
れ
る
︒ 

⼀
九
⼋
〇
年
︵
昭
和
五
五
年
︶
 

四
⼋
歳 



九
⽉
下
旬
か
ら
⼀
〇
⽉
中
旬
に
か
け
て
⼆
〇
⽇
間
︑
⽇
本
⽂
芸
家
協
会
訪
ソ
作
家
団
に
加
わ
Ä
て
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
を
訪
れ
る
︒
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
春
の
道
標
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
発
表
︒
﹃
禁
域
﹄
に
続
く
⾃
伝
的
⻑
編
⼩
説
と
な

る
︒ 

⼀
九
⼋
⼀
年
︵
昭
和
五
六
年
︶
 

四
九
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
隠
れ
⻤
﹂
を
﹃
⽂
芸
﹄
に
発
表
︒
⼆
⽉
︑
﹃
春
の
道
標
﹄
を
新
潮
社
よ
り
刊
⾏
︒
六
⽉
︑
﹁
⽯
の

話
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
発
表
︒
連
作
⼩
説
﹁
群
棲
﹂
に
ま
と
め
ら
れ
る
⼩
説
を
﹃
群
像
﹄
に
発
表
し
始
め
る
︒
第

⼀
話
は
⼋
⽉
︑
﹁
オ
モ
チ
M
の
部
屋
﹂
︑
第
⼆
話
は
⼀
〇
⽉
︑
﹁
通
⾏
⼈
﹂
︒ 

⼀
九
⼋
⼆
年
︵
昭
和
五
七
年
︶
 

五
〇
歳 

⼀
⽉
︑
ノ
ン
フ
O
ク
シ
R
ン
﹁
⽌
む
を
得
ざ
る
学
校
﹂
を
﹃
海
燕
﹄
に
発
表
︒
⼆
⽉
︑
ノ
ン
フ
O
ク
シ
R
ン

﹃
記
録
を
記
録
す
る
﹄
を
福
武
書
店
よ
り
刊
⾏
︒
三
⽉
︑
体
験
的
エ
|
セ
イ
﹃
働
く
と
い
う
こ
と
﹄
を
講
談
社

現
代
新
書
に
書
き
下
ろ
し
て
刊
⾏
︒
連
作
の
武
蔵
野
短
編
集
﹃
た
ま
ら
ん
坂
﹄
に
ま
と
め
ら
れ
る
⼩
説
を
発
表

し
始
め
る
︒
第
⼀
話
﹁
た
ま
ら
ん
坂
﹂
は
七
⽉
︑
﹃
海
﹄
に
発
表
︒ 

⼀
九
⼋
三
年
︵
昭
和
五
⼋
年
︶
 

五
⼀
歳 

⼆
⽉
よ
り
⼀
九
⼋
四
年
四
⽉
に
か
け
て
︑
評
伝
⾵
エ
|
セ
イ
﹁
永
遠
な
る
⼦
供
エ
ゴ
ン
・
シ
$
レ
﹂
を
﹃
⽂

芸
﹄
に
断
続
連
載
︒
三
⽉
︑
﹁
袋
の
男
﹂
を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
発
表
︒
九
⽉
中
旬
よ
り
⼀
五
⽇
間
︑
⽇
中
⽂
化
交

流
協
会
の
訪
中
作
家
代
表
団
︵
団
⻑
・
⽔
上
勉
︶
に
加
わ
Ä
て
中
国
を
訪
れ
る
︒
以
後
︑
中
国
の
⽂
学
者
と
の

交
流
を
⽬
的
に
訪
中
を
重
ね
る
︒ 

⼀
九
⼋
四
年
︵
昭
和
五
九
年
︶
 

五
⼆
歳 

⼆
⽉
︑
﹁
訪
問
者
﹂
︵
第
⼀
⼆
話
︶
を
﹃
群
像
﹄
に
発
表
し
て
﹁
群
棲
﹂
完
結
︑
四
⽉
︑
﹃
群
棲
﹄
を
講
談
社

よ
り
刊
⾏
︒
本
書
に
よ
り
︑
第
⼆
〇
回
⾕
崎
潤
⼀
郎
賞
を
受
賞
︒
五
⽉
︑
﹃
隠
れ
⻤
﹄
を
新
潮
社
よ
り
刊
⾏
︑

訪
中
作
家
代
表
団
の
共
著
﹃
中
国
 
⼼
ふ
れ
あ
い
の
旅
﹄
︵
⽔
上
勉
︑
中
野
孝
次
︑
井
出
孫
六
︑
⿊
井
千
次
︑

宮
本
輝
︑
鄧
友
梅
︑
陳
喜
儒
︶
を
桐
原
書
店
よ
り
刊
⾏
︒
七
⽉
︑
﹃
永
遠
な
る
⼦
供
エ
ゴ
ン
・
シ
$
レ
﹄
を
河

出
書
房
新
社
よ
り
︑
九
⽉
︑
シ
R
$
ト
・
シ
R
$
ト
集
﹃
星
か
ら
の
１
通
話
﹄
を
講
談
社
よ
り
刊
⾏
︒ 

⼀
九
⼋
五
年
︵
昭
和
六
〇
年
︶
 

五
三
歳 

⼀
⽉
よ
り
⼀
九
⼋
六
年
⼀
〇
⽉
ま
で
﹁
眠
れ
る
霧
に
﹂
を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
連
載
︒
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
お
た
か
の
道
﹂

︵
﹁
た
ま
ら
ん
坂
﹂
第
⼆
話
︶
を
﹃
海
燕
﹄
に
発
表
︒
同
⽉
︑
建
築
家
︑
原
広
司
と
の
⻑
時
間
対
談
﹃
ヒ
ト
︑

空
間
を
構
想
す
る
﹄
を
朝
⽇
出
版
社
よ
り
刊
⾏
︒ 

⼀
九
⼋
六
年
︵
昭
和
六
⼀
年
︶
 

五
四
歳 

四
⽉
か
ら
⼀
年
間
︑
⽴
教
⼤
学
の
⾮
常
勤
講
師
と
し
て
﹁
現
代
⼩
説
論
﹂
を
担
当
︒
四
⽉
よ
り
⼀
〇
⽉
に
か
け

て
︑
随
筆
﹁
北
向
き
の
窓
か
ら
﹂
を
﹃
朝
⽇
新
聞
﹄
⽇
曜
⽇
の
家
庭
欄
に
連
載
︒
⼀
〇
⽉
︑
﹁
夜
と
光
﹂
を

﹃
群
像
﹄
に
発
表
︒ 

⼀
九
⼋
七
年
︵
昭
和
六
⼆
年
︶
 

五
五
歳 

⼆
⽉
︑
戯
曲
﹁
離
れ
の
あ
る
家
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
発
表
︑
劇
団
⺠
芸
に
よ
り
上
演
さ
れ
る
︒
三
⽉
︑
﹁
指
﹂
を

﹃
⽂
学
界
﹄
に
発
表
︒
四
⽉
よ
り
⼀
〇
⽉
に
か
け
て
︑
⼩
説
﹁
⾵
の
履
く
靴
﹂
を
﹃
⾼
知
新
聞
﹄
ほ
か
地
⽅
六

紙
に
連
載
︒
⼀
⼀
⽉
下
旬
か
ら
⼀
四
⽇
間
︑
外
務
省
派
遣
の
⽂
化
使
節
団
︵
団
⻑
・
團
伊
玖
磨
︶
に
加
わ
り
︑



ユ
$
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
︑
東
ド
イ
ツ
︑
ポ
$
ラ
ン
ド
︑
ハ
ン
ガ
リ
$
の
四
¤
国
を
訪
問
︒
こ
の
年
上
半
期
よ
り
芥
川

賞
選
考
委
員
と
な
り
︑
現
在
に
⾄
る
︒ 

⼀
九
⼋
⼋
年
︵
昭
和
六
三
年
︶
 

五
六
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
涙
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
発
表
︒
五
⽉
︑
﹁
た
か
は
た
不
動
﹂
︵
第
七
話
︶
を
﹃
海
燕
﹄
に
発
表
し
て
︑

﹁
た
ま
ら
ん
坂
﹂
完
結
︑
七
⽉
︑
﹃
た
ま
ら
ん
坂
﹄
を
福
武
書
店
よ
り
刊
⾏
︒
⼋
⽉
︑
﹃
昭
和
⽂
学
全
集
第
24

巻
︵
辻
邦
⽣
・
⼩
川
国
夫
・
加
賀
⼄
彦
・
⾼
橋
和
⺒
・
倉
橋
由
美
⼦
・
⽥
久
保
英
夫
・
⿊
井
千
次
︶
﹄
が
⼩
学

館
よ
り
刊
⾏
さ
れ
︑
⾃
筆
年
譜
を
寄
せ
る
︒ 

⼀
九
⼋
九
年
︵
昭
和
六
四
年
・
平
成
元
年
︶
 

五
七
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
⾳
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
︑
﹁
三
叉
路
﹂
を
﹃
海
燕
﹄
に
︑
⼆
⽉
︑
﹁
⻩
⾦
の
樹
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
発

表
︒
四
⽉
︑
野
間
宏
﹃
暗
い
絵
・
顔
の
中
の
⾚
い
⽉
﹄
︵
講
談
社
⽂
芸
⽂
庫
︶
に
﹁
解
説
﹂
を
寄
せ
る
︒
五

⽉
︑
﹃
⻩
⾦
の
樹
﹄
を
新
潮
社
よ
り
刊
⾏
︑
﹃
禁
域
﹄
﹃
春
の
道
標
﹄
に
続
く
⾃
伝
的
⼩
説
と
な
る
︒
⼀
〇

⽉
︑
﹁
影
﹂
を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
発
表
︒ 

⼀
九
九
〇
年
︵
平
成
⼆
年
︶
 

五
⼋
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
夜
の
絵
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
︑
﹁
知
ら
な
い
⼈
達
﹂
を
﹃
海
燕
﹄
に
発
表
︒
同
⽉
よ
り
⼀
九
九
⼀
年
六

⽉
に
か
け
︑
﹃
⽂
芸
春
秋
﹄
に
﹁
⾃
画
像
と
の
対
話
﹂
を
連
載
︒ 

⼀
九
九
⼀
年
︵
平
成
三
年
︶
 

五
九
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
庭
の
男
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
発
表
︒
五
⽉
よ
り
⼀
⼆
⽉
に
か
け
︑
﹃
読
売
新
聞
﹄
︵
⼣
刊
︶
に
﹁
拾
て

ら
れ
な
い
⽇
﹂
を
連
載
す
る
︒ 

⼀
九
九
⼆
年
︵
平
成
四
年
︶
 

六
○
歳 

⼀
⽉
か
ら
⼀
九
九
三
年
六
⽉
に
か
け
て
︑
﹁
コ
コ
ア
⾊
の
ノ
$
ト
﹂
を
﹃
波
﹄
に
連
載
︒
⼆
⽉
︑
﹁
夜
の
友
﹂

を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
発
表
︒
⼀
⼆
⽉
︑
﹃
⾃
画
像
と
の
対
話
﹄
を
⽂
芸
春
秋
よ
り
刊
⾏
︒ 

⼀
九
九
三
年
︵
平
成
五
年
︶
 

六
⼀
歳 

⼀
〇
⽉
︑
﹁
コ
コ
ア
⾊
の
ノ
$
ト
﹂
を
改
題
し
た
﹃
Ｋ
⽒
の
秘
密
﹄
を
新
潮
社
よ
り
刊
⾏
︒ 

⼀
九
九
四
年
︵
平
成
六
年
︶
 

六
⼆
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
跨
線
橋
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
発
表
︒
九
⽉
︑
﹃
カ
$
テ
ン 

コ
$
ル
﹄
を
書
き
下
ろ
し
で
講
談
社
よ
り
刊

⾏
︑
同
書
に
て
︑
第
四
六
回
読
売
⽂
学
賞
を
受
賞
︒ 

⼀
九
九
五
年
︵
平
成
七
年
︶
 

六
三
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
声
の
巣
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
発
表
︑
七
⽉
︑
﹁
嘘
吐
き
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
発
表
︒
⼀
〇
⽉
︑
﹃
嘘
吐

き
﹄
を
新
潮
社
よ
り
刊
⾏
︒ 

⼀
九
九
六
年
︵
平
成
⼋
年
︶
 

六
四
歳 

⼆
⽉
︑
﹁
夢
の
柵
﹂
を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
発
表
︒
六
⽉
︑
﹃
戯
曲
の
窓
・
⼩
説
の
扉
﹄
を
⽩
⽔
社
か
ら
刊
⾏
︒
七

⽉
よ
り
⼀
九
九
七
年
七
⽉
に
か
け
て
︑
﹁
夢
時
計
﹂
を
﹃
東
京
新
聞
﹄
ほ
か
地
⽅
三
紙
に
連
載
︒
九
⽉
︑
﹁
散

歩
道
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
影
の
家
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
発
表
︒ 

⼀
九
九
七
年
︵
平
成
九
年
︶
 

六
五
歳 

四
⽉
︑
﹁
空
の
⾵
﹂
を
﹃
季
刊
⽂
科
﹄
に
発
表
︒
⼀
⼀
⽉
︑
﹃
夢
時
計
﹄
上
下
巻
を
講
談
社
よ
り
刊
⾏
︒ 



⼀
九
九
⼋
年
︵
平
成
⼀
〇
年
︶
 

六
六
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
浅
い
つ
き
あ
い
﹂
を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
︑
﹁
眼
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
発
表
︒ 

⼀
九
九
九
年
︵
平
成
⼀
⼀
年
︶
 

六
七
歳 

⼀
⽉
︑
編
著
書
﹃
エ
ゴ
ン
・
シ
$
レ
魂
の
裸
像
﹄
を
⼆
⽞
社
よ
り
刊
⾏
︒ 

⼆
〇
〇
〇
年
︵
平
成
⼀
⼆
年
︶
 

六
⼋
歳 

四
⽉
︑
﹁
⽻
根
と
翼
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
発
表
︒
六
⽉
︑
第
五
六
回
⽇
本
芸
術
院
賞
受
賞
︒
七
⽉
︑
﹃
⽻
根
と

翼
﹄
を
講
談
社
よ
り
刊
⾏
︒
⼋
⽉
︑
連
作
短
編
の
第
⼀
話
と
な
る
﹁
祝
い
の
夜
﹂
を
﹃
季
刊
⽂
科
﹄
に
発
表
︒

七
⽉
よ
り
⼆
〇
〇
⼀
年
七
⽉
に
か
け
て
︑
﹁
横
断
歩
道
﹂
を
﹃
潮
﹄
に
連
載
︒
⼀
⼆
⽉
︑
﹁
昼
の
⽕
﹂
︵
第
⼆

話
︶
を
﹃
季
刊
⽂
科
﹄
に
発
表
︒ 

⼆
〇
〇
⼀
年
︵
平
成
⼀
三
年
︶
 

六
九
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
電
⾞
の
中
で
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
発
表
︒
﹃
⽻
根
と
翼
﹄
に
よ
り
︑
第
四
⼆
回
毎
⽇
芸
術
賞
を
受
賞
︒

五
⽉
︑
﹁
⽇
暮
れ
の
鍵
﹂
︵
第
三
話
︶
︑
九
⽉
︑
﹁
午
後
の
影
﹂
︵
第
四
話
︶
を
﹃
季
刊
⽂
科
﹄
に
発
表
︒ 

⼆
〇
〇
⼆
年
︵
平
成
⼀
四
年
︶
 

七
○
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
隣
家
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
︑
四
⽉
︑
﹁
冬
の
腰
﹂
︵
第
五
話
︶
を
﹃
季
刊
⽂
科
﹄
に
発
表
︒
六
⽉
︑
⽇

本
⽂
芸
家
協
会
理
事
⻑
に
就
任
︒
七
⽉
︑
﹁
家
族
⾵
呂
﹂
︵
第
六
話
︶
を
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
⾬
の
道
﹂
︵
第
七

話
︶
を
﹃
季
刊
⽂
科
﹄
に
発
表
︒ 

⼆
〇
〇
三
年
︵
平
成
⼀
五
年
︶
 

七
⼀
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
丸
の
内
﹂
を
﹃
群
像
﹄
に
︑
⼆
⽉
︑
﹁
記
録
﹂
を
﹃
新
潮
﹄
に
発
表
︒
六
⽉
︑
﹁
⽿
と
眼
﹂
︵
第
⼋

話
︶
を
﹃
季
刊
⽂
科
﹄
に
発
表
︒
⼀
〇
⽉
か
ら
⼀
⼆
⽉
ま
で
﹃
群
像
﹄
の
﹁
⽂
芸
時
評
﹂
を
担
当
︒  

⼆
〇
〇
四
年
︵
平
成
⼀
六
年
︶
 

七
⼆
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
⼀
⽇
﹂
を
﹃
⽂
学
界
﹄
に
発
表
︒ 

 

本
年
譜
作
成
に
あ
た
Ä
て
は
︑
⼩
学
館
﹃
昭
和
⽂
学
全
集
第
24
巻
﹂
所
収
の
著
者
⾃
筆
年
譜
を
参
照
し
︑
ま
た

著
者
の
⼀
閲
を
得
た
︒ 

︵
篠
崎
美
⽣
⼦
編
︶  


